
地

球
琴

膏
三
省

第
三
畿
昭
-

竺

-

-

北
総
浦
泉
田
に
於
け
る
爽
炭
層
の
暦
序
略
説

上

治

嚢

次

郎

一p
緒

言

北
給
浦
洗
円
は
長
崎
煤
北
枚
浦
郡

一
昔
を
占
め
る
汲
田
で
あ
る
｡
汲
田
の
地
質
に
闘
し

て佐
世
保
炭
旧
な
る
名
柄

を
以

て大
築
氏
､
長
尾
致
授
け
よ
っ
て
調
査
さ
れ
て
居
る
｡
近
凍
､
炭
H
の
開
磯
並
に
石
炭
鋸
業
の
方
面
か
ら
､
精

々
射
密
な
る
調
査
が
必
要
に
な
っ
て
凍
た
｡
苗
に
､
爽
炭
層
の
暦
序
の
概
略
を
記
載
し
､
普
-
高
教
を
仰
ぎ
度

i
i
J

瓜
ふ
｡
勿
論
､
研
究
の
中
絵
に
あ
わ
､
材
料
の
足
ら
覆

い
魔
も
あ
る
を
以
壬
､
詳
細
は
後
の
機
骨
は
譲
る
つ
79
-
で

あ
る
0
該
炭
田
の
地
質
上
の

一
特
質
は
､
地
層
.
炭
層
共
に
鼻
化
に
富

ひ
鮎
で
あ
っ
て
､
地
膚
の
連
絡
'
炭
暦
の
封
比
､

石
炭
の
採
掘
等
ほ
於
で
も
多
大
の
囲
難
を
伴
っ
て
居
る
｡
rJ
の
排
由
は
爽
炭
骨
が
砺
海
叉
は
淡
水
の
堆
積
暦
よ
み
成

る
の
み
な
ら
ず
､
時
々
､
海
俊
又
は
海
退
を
受
け
て
居
る
か
ら
で
あ
る
｡
こ
の
鼻
化
は
炭
円
の
南
北
に
於
け
る
よ
わ

北
松
揃
親
日
に
於
け
る
爽
淡
暦
の
犀
梓
略
訟

二
ハ瓦



第 -･間 北絵描炭田莱西暦序此校

a.南畝 触 .ト紘璃 鹿

凍 乳 酪増 加如 魯

餌
三
雛

ニ
ハ
六

二

も
兼
西
.
或
は
西
北
か
ら
東
商
の
方
向
に
向

っ
て
清
華
で
あ
る
｡
今
､
泉
田
の
北
方
'
志

佐
方
面
よ
･Jh
南
方
､
佐
々
川
の
谷
に
沿
以
て

走
れ
る
北
々
兼
-
南
々
西
の
大
断
層

(南
々

兼
に
向
ひ
'
落
差
六
〇
〇
米
乃
至
八
〇
〇
米

佐
々
川
断
層
と
呼
ぽ
ん
)
を
以
て
'
茨
H
を
ユノヰ

兼
酉
の
二
部
は
分
ち
､
兼
部
に
於
で
は
柵
木

村
､
大
野
村
'
世
知
原
村
等
の
暦
序
を
標
準

シ
シ
マチ

rE
サ
,

と
し
､
西
部
に
於
て
は
鹿

町

村
､
小

佐

々

村
､

佐
々
村
等
の
暦
序
を
塵
準
と
し
､
兼
酉
の
中

間
は
於
で
は
中
旦
村
p
相
浦
町
附
近
の
層
序

を
参
考
と
し
て
'
兼
酉
の
暦
序
を
此
較
せ
ば

第

一
岡
は
示
す
如
く
で
あ
る
○

暦
序
は
恨
み
は
上
部
.
中
部
及
び
下
部
の

三
層
は
分
つ
｡
下
部
暦
は
海
成
層
で
あ
っ
て

中
部
暦
は
海
退
h
t受
け
.
大
部
分
は
淡
水
層

ら
し
-
､
魔
は
東
部
に
於
で

1
部
の
小
海
俊



む

受
け
'
上
部
層
は
海
俺
を
受
け
て
蕉
成
し
た
地
層
で
､
漸
次
は
東
方
よ
-
海
水
の
氾
濫
が
あ
っ
た
か
と
瓜
は
れ
る

の
で
あ
る
｡
上
部
健
の
敢
上
部
に
は
帯
び
梅
迫
の
現
象
が
あ
る
が
､
を
の
規
模
に
闘
す
る
十
分
の
材
料
を
米

だ持
た

ぬ
rJ
と
を
遺
憾
と
す
る
｡
暦
犀
は
調
査
の
範
囲
に
放
て
は
東
部
に
放
て
八
三

〇
米
以
上
､
西
部
に
於
で

一
〇
三

〇
米

以
上
と
推
定
し
て
ゐ
る
｡

二
､
下

部

暦

北
舷
揃
淡
川
に
於
け
る
炎
火
厨

の
厨
梓
賄
訟

炭
肘
に
於
け
る
爽
炭
層
の
敢
下
部
暦
で
あ
っ
て
､
主
と

し
て
白
色
砂
岩
に
富
み
､
下
方
に
は

一
部
に
貫
岩
を
有
す
｡

祁
浦
町
附
近
､
大
潮
牛
島
及
び
そ
の
酉
南
の
島
唄
､
並
び

に
佐
々
川
の
両
岸
､
小
佐
々
浦
轡
頭
附
近
ほ
露
出
す
｡
(

節

二
同
)
本
暦
の
上
弧
は
大
隠
に
於
で
大
補
正
凡
庸
の
下
磐

と
L
t
西
部
大
潮
方
面
に
於
で
は
大
繭
玉
尺
骨
の
下
葉
に

は
約
七
光
の
貢
岩
あ

タ
で
下
方
の
砂
岩
に
通
る
も
､
楽
部

柚
木
方
面
に
於
て
は
炭
層
の
下
磐
よ
-
直
に
衆
目
の
砂
岩

と
夜

-,h百
岩
を
紋
き
､
閣
部
と
東
部
と
は
放
て
成
層
状
態

を
異
に
す
る
.
酉
部
に
於
で
は
貫
岩
層
と
砂
岩
と
の
境
界

を
以
て
木
骨
の
上
紬
と
す
る
rJ
J
J
は
地
質
的
ほ
有
意
義
を

1
山
芯

三



地

域

第
二
十
三
谷

節
三
助

二
六

困

れ
ど
も
.
か
く
の
如
-
す
る
と
き
は
東
部
に
於
で
は
其
の
境
界
を
大
潮
五
尺
暦
よ
わ
史
は
上
に
樫
か
ざ
る
べ
か
ら
ず
｡

よ
っ
て
大
幡
は
於
て
大
潮
五
八
炭
層
を
以

て境
と
し
た
｡

下
部
暦
は
大
潮
五
八
暦
以
下
二
C
LC
兼
以
上
､
淡
暦
茜
だ
乏
し
-
､
五
尺
下
二
枚
暦
.

モ
ユ
ズ
厨
等
あ
ゎ
P
後
者

は
相
浦
町
愛
宕
山
附
近
.
及
び
佐
々
村
鷲
尾
獄
西
方
等
ほ
て
採
掘
ru
れ
た
る
乙
と
あ
る
も
薄
層
は
し
て
殆
ど
株
行
に

ね

へ
ず
｡
こ
れ
は
反
し
て
海
棲
介
の
化
石
は
虞
は
産
す
る
｡

小
佐
々
村
古
里
の
西
方
に
於
で
は
､
小
佐

々
村
役
場
の
東
方
小
佐
々
浦
の
海
岸
路
傍
に
砂
岩

一
米
の
上
下
に

一
･
五

米
､
三
米
の
挑
岩
層
が
あ
っ
て
'
化
石
を
有
す
｡
村
役
場
の
西
方
に
放
て
は
小
断
層
を
以

て境
し
て
p
主
と
し

て静

線
色
凝
炭
質
砂
岩
よ
タ
成
る
化
石
屠
あ
ら
｡(第

7
表
)
史
は
東
北
四
粁
､
佐
々
村
志
方
の
西
方
甘
六
十
米
の
山
頂
に

近
さ
部
に
北
七

〇
度
西
p
莱
北
は

一
〇
度
の
傾
斜
を
有
し
て
磯
岩
の
露
出
あ
わ
､
厚

n
一
〇
米
以
上
あ
わ
､
化
石
を

塵
す
る
79
断
崖
に
し
て
採
集
容
易
在
ら
ず
｡
(
第

一
表
)
志
方
の
東
北
二
･五
粁
ほ
醒
備
炭
坑

(
現
今
江
旦
炭
焼
と
政

柄
)
あ
少
も
大
槻
五
尺
暦
を
採
掘
す
.
泉
暦
以
下
'
概
測
四
八
･四
米
附
鑑
は
産
衣
貿
砂
岩
磯
岩
の
互
暦

㌻

八
五
米

あ
カ
､
O
strea
基
地
の
化
石
を
棚
減
す
る
も
保
存
良
好
在
ら
ず
｡
開
俳
の
東
北

二
五
粁
'
紅
塵
峠
の
南
方
に
鷲
尾

岳
炭
坑
あ
カ
.大
瀬
五
凡
骨
を
稼
行
す
.
そ
の
下
方
に

一
･
三
光
内
外
の
化
石
暦
あ
あ
砂
岩
､
粗
粒
砂
岩
よ
か
成
る
｡

保
存
良
好
在
ら
ず
p
V
en
e
ricard
ia
を
採
集
す
｡
青
井
村
内
義
山
の
酉
方
は
渓
谷
を
な
し
.
史
に
酉
方
の
山
地
に
封

す
｡
乙
の
演
谷
中
に
田
元
部
落
の
北
方
山
地
よ
少
の
特
石
中
に
於

で
G
ly
cim
e
Tis
を
採
集
せ
る
7P
産
地
は
土
壁
に

覆
は
れ
で
明
在
ら
ず
.
以
上
.
古
里

･
志
方

･
滞
沸

｡
鷲
尾
岳
及
び
内
妻
出
西
方
は
放
け
る
各
化
石
産
地
は
殆
ル
ど

東
北
に
向

以
で相
連
宿
し
､
延
長

1
1
肝
に
及
ぶ
｡
本
化
石
暦
の
東
商
は
佐

々
川
断
層
に
よ
-
て
裁
断
n
る
｡



拾 一 束 下部圏化石一児表
北
松

揃
=.次

日
に
於
け
る
爽
淡
府
の

修
辞
略
説

@



地

域

撃

宇

三
谷

望

表

裏

六

佐
々
川
断
簡
以
南
に
於
け
る
前
記
化
石
暦
は
小
佐
々
村
の
南
方
海
中
に
瓢
衣
す
る
九
十
九
島
に
あ
ら
は
れ
･
大
覇

牛
島
南
端
を
過
ぎ
､
佐
々
浦
の
南
北
断
層
は
我
ら
る
～
も
､
再
び
そ
の
東
方
に
連
潰
し
､
佐
々
村
商
方
,
朝
浦
町
,

中
里
村

一
帯
は
瓦
-
各
所
に
露
出
す
る
｡

九
十
九
島
の

二

小
高
島
袋
ケ
浦
の
商
は
接
し
､
甲

六
水
飴
の
昔
練
､
帯
褐
色
の
砂
岩
を
王
と
L
p
上
部
に
貢
岩

を
有
す
る
岩
層
あ
わ
P
走
向
北

苗

皮
兼
､
傾
斜
酉
些

1人
度
､
断
層
あ
･Jl
y
･
以
商
は
北
二
〇
度
西
､
傾
斜
閣
宙

五
〇
度
で
あ
る
｡

P

eCten
は
上
部
の
貫
岩

一
米
及
び
下
方

=

ハ
兼
を
隔
て
た
る
砂
嚢
頁
岩
中
は
酵
多
ほ
し
で
,
上

部
雷

石
の
下
方

〇
品

米
の
硬
質
砂
岩
中
に
は

V
en
e
ricard
ia
甚
だ
多
L
O
(
第

1
表
)

佐
々
浦
の
東
方
小
浦
の
海
岸
､
労
の
浦
炭
坑
の
石
炭
積
込
場
以
北
に
産
衣
莞

蒜

色
､
約
五
米
の
磯
贋
砂
岩
あ
ヵ

て化
石
を
透
す
｡
走
向
北
五

〇
度
押
､傾
斜
東
北
四
度
｡
其
の
東
方

㌻
五
粁
具
申
の
北
方
斯
道
の
切
割
に
は

一
重
米

蝿
の
砂
岩
LW
岩
の
互
暦
の
下
方
は
七
光
乃
至
入
来
の
耗
色
産
衣
質
磯
岩
及
砂
岩
あ
与

多
数
の
化
石
を
産
す
｡
長
尾

教
授
の
具
申
化
石
群
と
せ
ら
れ
し
も
の
で
あ
る
O
G
lyc
im
eTis
は
最
も
多
し
0
具
申
の
東
南
,
安
雄
谷
の
銭
道
切
創

は
於
で
は
具
申
と
同

㌫

化
石
暦
あ
も

更
は
東
方
'
大
潮
五
尺
層
を
採
掘
せ
る
中
里
炭
坑
に
至
る
路
傍
の
小
網
境

内
下
方
附
近
に
も
同

一
暦
あ
み
て
化
石
を
採
集
す
る
を
得
｡

相
浦
町
の
南
方
､
石
炭
積
込
場
の
東
方
の
急
斜
面
に
貢
岩
の
宜
暦
を
有
す
る
約
五
米
の
砂
岩
暦
あ
タ
､
そ
の
下
に

三
六
糎
の
激
賛
砂
岩
暦
あ
わ
て

大
形
の

GllCim
eris
其
他
の
化
石
を
産
す
走
向
北
八
〇
皮
相
･
傾
斜
兼
竺

〇

度
､
具
申
化
石
昔
と
は
ヾ
同

一
の
層
位
在
る
べ
-
化
石
の
性
質
は
同

妄

あ
る
0
佐
世
保
市
西
方
小
島
町
の
山
腹
及

び
日
野
部
落
に
塵
す
る
化
石
糖
は
或
は
上
記
の
各
化
石
群
の
少
し
-
下
位
夜
ら
む
-7?
,
大
鰭
に
於
で
同

一
化
石
昔
と



し
て
封
此
せ
ら
る
｡

T
ウ

}･

佐
々
川
断
層
線
に
添
以
て
以
上
の
各
地
の
外
は
佐
々
村
醐

田

八
幡
山
､
綱
田
川
添
山
に

G
lycim
eri
S,
呂
eretri
x

等
の
化
石
を
産
す
る
も
､
断
層
に
接
近
せ
る
こ
と
､
岩
石
風
化
せ
る
乙
と
に
等
よ
-
採
集
困
難
で
あ
る
｡
以
上
の
各

化
石
暦
に
於
で
採
集
せ
る
化
石
を
第

一
未
に
示
す
｡
下
部
暦
に
放
け
る
化
石
は
長
尾
教
授
の
虎
屋
暦
の
化
石
と
殆
ど

同
様
で
あ
る
｡
下
部
暦
は
相
浦
町
附
鑑
に
模
式
的
に
露
出
す
る
か
ら
祁
浦
暦
と
帳
挿
し
て
他
暦
と
置
別
せ
ん
｡

三
､
中

部

暦

大
槻
五
凡
炭
層
以
上
'
三
尺
骨
(鹿
町
木
履
､
朝
田
三
八
暦
､
枚
浦
二
八
暦
等
と
呼
ぶ
)
ま
で
約
四
三
〇
来
乃
至
四

八
〇
米
の
間
､
酉
部
ほ
て
は
之
を
恨
み
は
大
凧
暦
と
呼
び
､
東
部
ほ
て
は
之
を
池
野
層
と
呼
び

で'
設
明
す
る
｡

大
潮
暦
は
大
潮
牛
島
の
北
方
'
小
佐
々
村
'
佐
々
村
南
方
及
び
北
方
よ
カ
史
に
北
米
は
延
長
し
て
露
出
L
t
下
底

部
に
大
瀬
五
八
炭
層
が
あ
る
｡
本
炭
層
は
北
松
浦
炭
田
に
於
け
る
最
厚
の
炭
暦
に
し
て
重
厚
は
大
潮
汲
裾
に
於
で

1

･
七
六
米
､

〇
二

米
以
内
の
頁
岩
､
砂
岩
暦
三
-
四
暦
を
爽

ひ
｡
木
骨
の
上
方
七
米
附
近
の
砂
質
頁
岩
中
に
植
物
化

石
を
崖
す
｡
小
形
の
淡
水
介
ら
し
di,化
石
を
も
崖
す
と
聞
-
も
明
瞭
で
夜

い
｡
殖
物
化
石
は
次
の
三
種
を
採
集
し
た
｡

大
潮
化
石
背
と
呼
ぶ
｡

C
fr.
G
ly
p
to
sir
o
b
u
s

europae
u
s

(B
R
O
N
G
N
.)

S
e
q
u
oi
a

la
n
g
Sd
o
rR
i

(B
R

O
N
G
N.
)

T

i

li
a

s
p
.

北
松
浦
淡
附
に
放
け
る
爽
就
暦

の
犀
序
略
散

七



地

減

節
二
十
三
怨

第
三
舵

毒

i

八

大
瀬
五
八
暦
以
上
p
約
二
六
〇
兼
の
間
に
大
潮
四
枚
､
(〇
･八
五
米
)
､
大
潮
三
枚
､
大
潮
二
枚
'
岩
石
二
枚
等
の

果
樹
あ
る
も
大
潮
四
枚
瀞
が
〇
･
八
氷
に
連
す
る
外
は
概
し
て
薄
層
で
あ
る
｡
岩
石
二
枚
層
以
上
約
二
二
〇
水
間
は

薄
層
の
み
に
し
て
殆
ど
採
掘
に
倍
す
る
炭
層
は
を

5,0
化
石
は
大
潮
五
八
暦
上
に
植
物
化
石
h
t塵
す
る
外
､
未
だ
磯

児

さ
れ
ず
し
て
､
地
層
の
性
質
明
確
を
敏
-
も
'
試
錐
記
録
に
よ
れ
ば
京
岩
六
〇
%
､
砂
岩
四
〇
%
に
し
て
'
岩
質

よ
わ
見
れ
ば
淡
水
に
鋼
棒
挽

き
が
如
し
｡

東
部
は
放
て
池
野
暦
は
約
四
三
〇
米
の
厚
n
を
有
L
t
下
底
の
大
繭
玉
尺
骨
は
西
部
と
甚
し
-
趣
を
典
に
し
､
炭

層
中
の
爽
暦
が
厚
-
夜
-
､
涙
骨
は
薄
-
な
る
｡
即
ち
'
蚤
炭
層
は
五
･四
米
の
金
厚
を
有
す
る
に
も
拘
ら
ず
､
汲
静

は
五
暦
の
薄
暦
と
怒
ら
一､
を
の
厚
さ
侍
に
〇
二
二
米
､
他
は
全
部
爽
暦
と
化
し
て
ゐ
る
｡
大
潮
四
枚
暦
は
三
枚
炭
層
と

柿
L
p
O
｡四
米
の
犀
ruほ
て
存
在
す
る
も
､
主
と
し
て
灘
質
砂
岩
の
厚
暦
と
夜
少
､
大
場
三
枚
暦
は
敏
速
せ
ず
｡
史

に
上
層
之
在
れ
ば
砂
質
頁
岩
と
改
み
､
炭
層
の
敬
達
を
且
つ
～
柚
木
三
枚
暦
と
在
る
｡
恩
ふ
ほ
兼
部
は
於
で
は
大
潮

五
八
は
海
底
は
於
で
塵
成
し
､
其
以
後
､
三
枚
泉
瀞
の
生
成
の
頃
よ
み
浅
水
叉
は
陸
地
は
踊
係
深

さ
地
層
と
化
し
た
る

べ
-
推
定
さ
る
.
其
の
故
は
池
野
泉
磯
は
於
で
柚
木
三
枚
暦
上
〇
･七
光
の
砂
質
買
岩
中
よ
カ
､
骨
で
B
r
a
c
h
y
o
d
u

s

Japon
i
cus
の
化
石
を
磯
掘
し
た
る
鮎
ほ
て
も
知
ら
る
.

然
る
に
軸
木
三
枚
暦
上

一
二
〇
米
は
砂
岩
を
主
と
L
t
柚
木
二
枚
暦
に
至
れ
ば
再
び
頻
梅
暦
に
化
す
｡
即
ち
､
柚

木
二
枚
暦
の
天
磐

〇
･七
-

二

三
米
の
寅
岩
中
に
は
次
の
如
き
化
石
の
密
集
せ
る
を
見
る
｡
池
野
化
石
昔
と
呼
ぶ
｡

M

e
r
e
ir
ix

s
p
.u

G
ly
c
im
e
r
ls
(
?
)
s
p
.,

T
e
llin
a
(?
)
sp
.
,

O

st
r
ea

sp
."

Ca
l
ypt
ra
ea
s

p..

O

ceneb
ra(P
)s
p

..

1
-

11て1-
-
-

1

､･



C
erithiu
m
(?)
sp
..
(山

間
執
)

本
圏
以
上

一
八
〇
米
の

間
は
炭
層
の
敬
連
綿
薯
在
ら
ず
し
て
'
藩
に
三
尺
暦
は
護
る
｡
池
野
暦
は
概
し
て
砂
岩
に

富
み
七
〇
%
を
古
む
｡
貫
岩
は
約
三
〇
%
で
あ
っ
て
.
四
部
の
大
潮
暦
に
貫
岩
多
き
状
況
と
少
し
-
興
る
｡
但
し
'

下
草
部
に
は
此
蚊
的
炭
層
多
-
､
土
牛
部
に
は
炭
層
乏
し
き
鮎
は
兼
西
共
通
で
あ
る
｡

中
部
圏
の
下
底
に
あ
る
大
潮
五
尺
骨
に
つ
き
兼
酉
の
中
間
は
棟
す
る
中
里
村
附
妃
の
状
況
を
見
る
ほ
､
中
央
に
四

米
に
蓮
す
る
爽
暦
を
生
じ
.
大
潮
五
凡
骨
は
上
下
の
二
暦
に
分
る
｡
中
盤
村
附
近
以
酉
は
爽
暦
を
減
じ
て
炭
層
厚
-

以
東
は
爽
厨
の
厚
さ
を
槍
し
て
洗
骨
薄
-
在
る
乙
と
班
に
遊
べ
た
る
迫
力
で
あ
っ
て
､
岩
質
の
差
違
と
北
ハほ
大
潮
五

尺
骨
堆
積
常
時
の
状
況
を
推
知
す
る
は
足
ら
む
.

四
､
上

部

暦

上
部
暦
は
東
部
は
於
で
は
下
底
は
あ
る
於
浦
二
尺
(醐
m聖
二
尺
)炭
層
以
上
､
涌
井

1
枚
炭
層
ま
で
約
二
〇
〇
米
､

西
部
に
於
て
は
鹿
町
三
八
(鹿
町
本
暦
)
以
上
三
枚
暦
ま
で
二
七
〇
米
の
厚
n
を
有
し
､
定
に
西
部
に
於
て
は
そ
れ
以

上
八
〇
米
の
地
層
を
調
査
せ
る
も
り

東
部
に
於

では
未
だ
調
査
せ
ず
'
志
佐
相
方
面
の
調
査
に
よ
-
て
そ
の
厚
n
は

明
白
と
在
る
筈
で
あ
る
｡

西
部
に
於

七は
上
部
暦
に
は
頁
岩
多
-
約
六
五
%
を
占

め
､
砂
岩
三
五
%
を
占
む
｡
鹿
町
村
'
小
佐
々
村
方
面
に

良
好
な
る
磯
連
を
な
し
､
下
底
部
の
塩
町
本
暦
と
い
ふ
汲
暦
は
重
要
を
る
炭
層
で
あ
る
｡
鹿
町
附
近
ほ
て
は
厚
rb〇
･

九
四
米
､
上
磐
は
近
-
炭
質
は
精
粗
恵
夜
部
分
も
あ
カ
､
下
磐
は
近
-
存
在
す
る
来
暦
は
薄
暦
で
あ
る
.
上
下
に
厚

北
松
浦
米
田
に
於
け
る
爽
淡
厨

の
暦
惇
略
訟

｣
望

九



地

球

節
二
十
三
懇

飾
三
助

1歳

1
0

き
貫
岩
あ

-
て
p
上
磐
下
聾
二
〇
米
の
厚
さ
を
有
す
る
貫
岩
中
に
は
保
春
良
好
在
る
植
物
化
石
を
産
す
｡
鹿
町
村
鹿

町
本
坑
内

ー
鹿
町
本
暦
の
上
磐
よ
-
採
集
せ
し
も
の
は
次
の
六
種
で
あ
る
｡
鹿
町
化
石
背
と
呼
ぶ
｡

C
fr･
Glypto
s
fr
obus
europaeu
s

(B
R

ONGN.)

S
e
quoia
la
ngsdorjii
(B
R
O
N
G
N
.)

C
o
rylu
s
ln
a
Cqu
arrii

(F
O
R
E
.
)

A
lnus
kefersieinii
(GO
E

PP.)

P
lanera
(?)
SP
I

Juglans
(?)
sp
.

鹿
町
木
履
上

一
三
〇
米
ほ
し

で隔
物
暦
あ
,Jn
で
四
枚
よ
み
成
る
炭
層
間
は
常
磐
の
薄
さ
爽
暦
を
有
し
､
上
下
磐
は

厚

さ
貫
岩
よ
-
成
る
｡
乙
の
貫
岩
中
に
は
塊
の
化
石
甚
だ
多
-
､
鹿
町
村
中
山
峠
よ
さ
歌
ケ
浦
は
至
る
路
傍
中
山
峠

の
西
中
腹
は
於
で
採
集
す
る
こ
と
が
拍
凍
る
｡
申
出
化
石
帯
と
呼
ぶ
｡

C
orbicu
la
n
a
kayam
an
a
U
E
J
I,

C
orbicula
h
iz
e
n
emsis
U
E
J
IV

右
の
二
種
は
ブ
ヰ
ナ
ス
誌
に
之
を
記
載
し

た
.

C
.

nakayamanaは
介
数
の
薄

い
塊
で
あ
っ
て

現
今
､
朝
鮮
に

住
む

C
.

Papyra
c

eaH
eude,に類
似
す
る
が
表
面
に
粗
在
る
彫
刻
を
有
す
る
鮎
は
於

で異
み
､
C
.

hizenensis,

は
穀
の

厚
い
殻
境
の
高

い
姐
で
朝
鮮
産
の

C
･
e]atior
M

artens､ほ
似
力
化
石
で
あ
る
｡
内
地
崖
の
地
類
よ
与
も

却
っ
て
大
陸
崖
に
似
て
居
る
こ
と
が
注
意
す
べ
き
鮎
で
あ
る
.

蟻
を
産
す
る
暦
は
隔
物
暦
上

一
二

米
以
内
の
貫
岩
又
は
細
砂
質
貫
岩
で
あ
っ
て
'
そ
の
上
は
史
に
五
米
以
上
の
貫

岩
で
規
は
乏
し
い
が

C
u
l
tettussp
.
の
化
石
が
あ
る
.
次
第
に
源
優
の
行
は
れ
ね
こ
と
堅

ボ
す
も
の
で
あ
る
○
こ

の
上
は
厚

い
集
塊
岩
層
で

｢
蛇
の
目
暦
｣
と
耕
す
｡
荷
､
雌
の
化
石
は
歌
ケ
浦
.
井
に
小
佐
々
村
棉
泊
附
近
等
ほ
て

も
産
す
る
0



隔
物
衛
よ
-
約

7
四
〇
米
上
方
に
三
枚
暦
が
あ
hh
､
を
の
上
方
五

〇
米
許
の
鹿
に
摩
ru
二
光
の
砂
岩
あ
-
て
ー

O
s
tr
ea
sp
･
其
他
の
化

石
を
産
す
る
｡
之
を
加
勢
化
石
雅
と
呼
ぶ
｡
rJ
の
暦
以
上
三
〇
米
許
-
ほ
し
て
､
純
淡
水
介

の
化
石
を
産
す
る
は
至
る
｡
隔
物
暦
上
五
〇
米
迄
を
以
て
上
部
暦
と
し
､
そ
れ
以
上
は
海
退
の
行
は
れ
た
る
現
象
あ

る
を
以
て
暦
名
を
別
は
す
る
を
遭
皆
と
す
る
も
'
目
下
材
料
少

さ
を
以
て
上
部
暦
の
最
上
部
と
し
て
記
載
す
る
.

鹿
町
村
加
勢
'
袖

ケ
崎
の
海
岸
に
於

て採
集
せ
L
t
淡
水
介
は
攻
の
三
種
で
あ
る
｡

L

amp
r
o

iu
la
n
o3.im
en
sis
U
E
J
I,

Anodo邑
a
(?)
sp
.

V

i

viparus
k

osasanu
s
U
E
JI}

小
佐
々
柑
野
島
及
び
封
窟
帥
崎
に
於
で
採
集
せ
し
も
の
は
次
の
四
種
で
あ
る
.
袖

ケ
崎

｡
醐
暗

･
野
島
等
の
化
石

背
を
野
島
化
石
昔
と
呼
ぽ
ん
｡
長
尾
致
授
け
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
｡

Lamp
r
o
tu
la
n
o3'im
en
sis
U
E
J
i)

H
y
r
iop
sis
m
a
tSuu
r
en
Sis
U
E
J
I.

L

ep
id
od
esm
a
(.g)
s

p.

V
q.v
ip
a
ru
s
kosa
sa
n
u
s
U
E
J
I

以
上
p
西
部
に
於
け
る

上
部
暦
は
庇
町
村
附
近
に
於
で
澱
も
よ
-
磯
達
し
､
鹿
町
暦
と
も
呼
び
で
他
暦
と
置
別
せ

ば
便
利
で
あ
る
O
そ
の
最
上
部
の
淡
水
暦
は
鹿
町
以
酉
の
海
岸
か
ら
､
南
方
の
小
佐
々
村
楠
泊
の
海
岸
に
至
る
九
十

九
鳥
の
島
々
､
牛
島
等
ほ
磯
達
し
'
数
ヶ
所
に
瓦
ら
て
豊
富
夜
化
石
産
地
が
あ
る
0

東
部
に
於
け
る
上
部
暦
は
佐
々
川
断
層
以
東
は
於
で
､
佐
々
村

｡
世
知
原
村

エ
ロ
井
村

一
帯
に
分
布
す
る
｡
最
底

の
綱
田
三
八
暦
は
綱
田
炭
坑
の
主
要
稼
行
暦
で
厚

さ
〇
･八
五
米
､
爽
暦
少
在
p
J良
質
炭
厨
で
あ
る
｡
上
磐
よ
身
は
植

物
化
石
を
崖
す
る
が
保
存
は
西
部
の
.鹿
町
木
履
に
比
し
て
良
好
で
覆

い
｡
漸
-

一
種
を
採
集
し
得
た
｡

北
松
浦
･:S
田
に
於
け
る
爽
淡
暦

の
暦
梓
略
寵

左記

〓



地

球

鮮
二
十
三
番

鮮
三
雛

三
六

-
ニ

S
e
q
u

ol'a
lan
gsd
orj
ii

(B
R
O
N
G
N
.)

世
知
原
村
於
浦
数
珠
に
於
で
は
松
浦
二
尺
骨
の
上
磐
は
淡
水
介
の
化
石

敷
度
し
､
貫
岩
が
塑
-
し
て
､
押
し
潰
さ

れ
て
屠
る
｡
世
知
原
化
石
群
と
呼
ぶ
｡
両
部
の
中
川
化
石
轡
に
比
較
す
べ
き
で
あ
る
が
､
層
位
か
ら
言

へ
ば

一
三
〇

米
飴
も
下
方
で
あ
る
｡

C
orbicu
la
h
i
z
e
n
e
n
s
i
s

U
E
J
i
､

S
em
isu
lc
ospir
a
sp
.

C
o
r
b
i
c

u
la
の
化
石
は
移
多
な
る
に

反
し
て
t

S
e
m
is
ul
cospira
の
化
石
は
稀
で
あ
る
C'
,J
机
は
純
淡
水
で
孜
か

つ
カ
か
､

叉
は
珊
海
岸
は
近
か
っ
た
か
は
原
因
す
る
も
の
か
と
息
ふ
｡

松
浦
二
八
暦
上

山
三
〇
米
に
し
て
砂
磐
静
と
在
る
｡
暦
序
上
よ
み
せ
ば
西
部
の
隔
物
静
に
封
此
す
べ

き
果
樹
で
あ

る
が
､
上
磐
も
下
磐
も
砂
岩
を
主
と
し
､
稀
に
貫
岩
を
兄
､
三
枚
よ
む
在
る
炭
層
間
は
砂
岩
の
衆
愚
を
有
す
る
炭
層

の
状
況
は
隔
物
厨
に
似
る
が
､
砂
岩
は
富
む
O

上
磐
の
砂
岩
中
に
は
多
量
の
化
石
を
産
す
｡
之
を
太
田
化
石
帯
と
す

る
0

0
監
r
ea
sp
.

T
ra
p
eZ:iu
m

sp
.

虻
に
砂
磐
暦
上

に
は
稲
井

一
枚
瀞
が
あ
-1
､
青
井
村
方
商
に
輩
達
し
､
そ
の
上
暦
は
志
佐
相
方
面
に
敬
達
す
る
等

で
あ
る
が
十
分
調
査
を
遂
げ
て
居
ら
な

い
｡
東
部
に
於
け
る
上
部
暦
は
世
知
原
村
方
面
に
ょ
-
教
壇
L
t
之
を
世
知

原
厨
と
恨
挿
す
｡

瓦
､
賠



以
上
述
べ
塞
ら
し
如
-
､
北
松
浦
放
附
に
於
で
は
東
部
と
西
部
と
は
於

で地
暦
の
性
贋
を
異
ほ
し
､
楽
部
に
薄
-

し
て
酉
部
は
厚
-
､
東
部
は
砂
岩
に
富
み
､
西
部
は
昏
岩
は
富
む
｡
東
部
に
は
海
棲
､
牛
梅
松
介
の
化
石
多
-
､
西

部
に
は
淡
水
叉
は
牛
淡
水
介
叉
は
植
物
化
石
は
富
む
｡

下
部
暦
は
東
西
に
差
異
を
児
ざ
る
は
､
下
部
暦
の
上
端
'
中
部
暦
の
下
底
附
近
は
即
ち
､
大
潮
五
八
暦
の
生
成
常

時
は
岩
質
､
炭
層
共
に
兼
閏
は
麹
化
多
-
､
中
部
暦
錐
成
の
常
時
に
於

で79
東
西
に
於
で
多
少
の
鍵
化
を
認
ひ
る
も
､

そ
の
上

端
部
と
上
部
暦
の
下
底
部
と
の
境
邪
附
近
､
即
ち
､
鹿
町
本
暦
､
於
浦
二
尺
暦
の
生
成
の
頃
よ
か
東
西
の
岩

質
'
化
石
の
性
質
に
差
異
を
証
ひ
る
に
糞
力
､
東
部
の
砂
磐
暦
と
閣
部
の
隔
物
暦
と
は
甚
し
-
異
っ
て
居
る
｡
而
し

て
､
以
上
の
差
異
は
南
北
は
於
で
は
顕
著
に
之
を
寵
ひ
る
を
得
な

い
.

以
上
の
諸
現
象
を
説
明
す
る
た
め
に
は
､
下
部
暦
の
上
紬
に
近

さ
頃
よ
-
東
に
向
弘

で海
退
を
任
じ
､
中
部
暦
の

底
部
は
於
で
大
潮
五
八
暦
は
西
部
に
於
で
は
殆
ル
ビ
淡
水
中
に
蔑
成
せ
L
も
東
部
に
於
で
は
未
だ
海
中
に
蕉
成
し
'

大
潮
四
枚
､
大
湘
三
枚
炭
層
79
同
様
東
部
ほ
て
は
海
中
に
鐘
成
し
た
る
た
め
､
磯
蓮
不
十
分
な
-
L
rJ
と
が
考

へ
ら

る
｡
岩
石
二
枚
(東
部
ほ
て
は
仙
木
三
枚
)暦
生
成
の
頃
は
東
部
も
閣
部
も
陸
成
層
と
夜
少
し
も
の
-,
如
-
池
野
炭
坑

は
於
け
る
如
-
軟
骨
の
化
石
を
79
沈
積
せ
し
め
､
其
後
､
相
木
二
枚
厨
の
塵
戊
の
頃
は
東
部
の
み
少
し
-
海
俊
を
受

け
た
る
も
.
西
部
に
不
及
'
大
鰭
に
於
で
中
部
暦
は
擦
過
の
時
期
な

-
L
が
如
し
､
上
部
暦
の
下
底
'
於
浦
二
八
暦

の
珪
戒
の
頃
よ
む
再
び
精
大
な
る
海
俊
を
受
け
し
如
-
'
栗
部
於

ては
絵
描
二
八
闇
の
上
磐
に
牛
海
樺
と
79
見
る
べ

き
規
の
化
石

を
見
る
ほ
'
そ
の
西
方
朝
里

二
八
に
は
不
完
全
在
る
植
物
化
石
を
度
し
'
閣
部
に
於
で
は
鹿
町
木
骨
上

に
豊
富
在
る
植
物
化
石
の
春
す
る
を
見
る
｡
兼
部
は
於
で
砂
磐
暦
上
は
牡
購
介
其
他
の
化
石
を
見
る
ほ
､
閣
部
は
於

北
松
浦
淡
相
に
於
け
る
爽
淡
暦
の
槽
惇
略
祝

芯
七

三
1



第 三 固 北枚浦炭田に於ける源俊と海退
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筋
二
十
三
春

解

三
助

T

4八

一
四

で
は
隔
物
暦
上
の
規
の
介
化
石
を
児
､
更
に
上
部
に
糞
力
で
漸
-
海
棲
介

の
化
石
を
見
､
三
枚
静
止
は
至

-
て
牡
蛎
介
の
化
石
を
見
る
ほ
至
る
｡
こ

れ
を
以
て
見
れ
ば
上
部
暦
は
梅
俊
期
に
し
て
'
漸
次
は
東
方
よ
み
海
水
氾

濫
し
嫌
ら
し
が
如
し
｡
最
上
部
は
於
で
は
固
部
は
明
瞭
に
海
退
堅

ボ
す
も

東
部
に
於
で
は
未
だ
之
を
諾
す
る
材
料
は
研
究
者
の
手
許
に
不
十
分
で
あ

る
｡
(

第
三
岡
)

西
部
は
崖
す
る
淡
水
介
の
化
石
中
に
は
ラ
ム
プ
ロ
ツ
ラ
'
規
の
種
類
其

他
朝
鮮
支
郷
等
ア
''･h
ア
大
陸
は
輔
係
洗

さ
も
の
あ
る
fJ
と
､
井
は
暖
地
を

好
み
で
棲
息
す
る
も
の
多

き
乙
と
等
は

'
育
地
珊
畢
上
､
注
意
す
べ

き
で

は
夜
か
ら
う
か
と
恩
ふ
｡

以
上
は
未
だ
不
十
分
在
る
材
料
を
以
て
､
大
腰
在
る
推
論
を
下
し
た
る

や
の
戚
も
あ
る
が
､

一
種
の
考
察
に
過
ぎ
伯
の
で
あ
っ
て
'
こ
れ
譜
贋
の

御
叱
正
h
l仰
ぐ
た
め
､
概
略
を
述
べ
た
る
に
外
在
ら
伯
の
で
あ
る
｡
御
高

数
を
頗
る
を
稗
ば
串
で
あ
る
｡

荷
､
苗
に

一
言
す
べ

き
は
北
絵
描
炭
田
は
於
け
る
主
事
炭
層
の
石
衣
の

性
質
に
つ
き
で
見
る
ほ

'
東
部
,と
西
部
と
は
腐
著
を
る
差
異
が
あ
っ

て､

同

]
層
位
の
石
炭
ほ

ても
ー
兼
鰍
叩
ほ
て
は
粘
結
性
ほ
乏
し
く
､
岡
部

ほて



は
粘
結
性
は
嵩
み
骸
朱
製
造
用
の
配
合
数
と
し
て
特
に
利
用
ruれ
て
居
る
｡
fJ
机
等
の
差
異
は
石
炭
生
成
常
時
の
地

質
的
現
象
は
起
因
す
る
も
の
を
-1
や
否
や
は
つ
さ
て
は
､
取
は
研
究
を
婁
す
る
問
題
で
あ
る
｡

潤
筆
は
際
し
､
介
租
化
石
は
就

い
て
は
横
山
教
授
'
黒
山
伐
の
援
助
を
受
け
し
乙
と
多
-
'
又
､
長
尾
教
授
の
研

究
は
負
ふ
廃
が
多

き
乙
と
､
植
物
化
石
に
つ
き
で
は
前
島
氏
の
助
力
を
乞
払
た
る
こ
と
等
の
譜
鮎
に
踊
L
t
操
-
戚

翻
し
､
中
村
数
授
よ
少

は
研
究
上
の
便
悪
と
指
導
と
を
朋
少
つ
～
あ
る
鮎
に
踊
L
t
深
甚
在
る
謝
意
を
表
す
｡

アラゴナイト

石
見
総
代
産
震
石
の
晶
出
過
程
に
就
て
(
図
版
第
三
版
付
)

園

山

市
太

郎

日

次

は
し
が
き

1
地
貌
及
地
質
の
概
略

1

兆動
と
石
甘
北
に
之
れ
に
縫
仰
す
る
粘
土

1
三
迎
泣
入
斑
晶
辞
石
集
合
臆
の
析
出
及
成
似

1
枚
解
石

の
‖仰
群
と

外
政
-

同
成
因
の
考
察

-
結
び

は

し

が

普

こ
マ

ク
リ

島
根
牒
適
塵
郡
久
利
村
車
於
代
の
宥
暫
錬
床
に
放

て､
罷
石
の
美
し
-
且
珍
し

い
三
速
透
入
饗
晶
の
基
各
階
を
産

出
す
る
は
､
既
は
周
知
に
儀
す
る
｡
位
で
同
職
は
於
で
は
､
大
正
十

一
年
六
月
天
然
記
念
物
と
し
て
暇
指
定
,<LJ馬
し

昭
和
五
年
七
月
文
部
省
嘱
託
脇
水
博
士
も
'
貸
地
を
調
査
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
､
元
よ
-
斯
壁
上
の
輿
債
は
充
分

石
見
松
代
廉
解
石
の
晶
出
過
程
に
就
て

石

丸

1
五


